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第2章で著者は、精子において主要なグルコース輸送体である Glucose transporter 1 (GLUT













はこの原因を酸化ストレスおよび細胞内 pH (pHi) 変化の観点から検討した結果、活性酸素レベ











               審   査   の   要   旨 
 
本論文は、鳥類精子の運動性調節メカニズムをエネルギー産生経路の解明を通じて明らかに











令和 2 年 1 月 21 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
